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令和 4 年 7 月 29 日 

 

 

光照射によって網膜組織中のコエンザイム Q10の構造が 

変化することを発見 

 

＜研究成果のポイント＞ 

 我々の眼にある網膜は光を受け取る重要な組織ですが、網膜に含まれる分子が光照射に

よってどのような変化を起こすかは十分にはわかっていませんでした。 

 今回、太陽光への暴露により、網膜組織中のコエンザイム Q10が化学的な組成は変化せ

ずに構造が変化（光異性化）していることが液体クロマトグラフィー型質量分析という

手法によりわかりました。 

 コエンザイム Q10の光異性化は紫外線照射で強く起こることもわかりました。 

 コエンザイム Q10は抗酸化作用や抗炎症作用を示すことから、今後、光異性化したコエ

ンザイム Q10の機能を解析することで、網膜保護効果につながる成果が期待されます。 

 

※本研究成果は、英国電子版科学誌「Scientific Reports」に日本時間 2022 年 7 月 15 日に公

表されました。 

 
＜概要＞ 

浜松医科大学細胞分子解剖学講座・国際マスイメージングセンターの Md. Al Mamun（エム

ディ アル マムン）特任研究員と瀬藤光利教授・センター長らの研究グループは、我々ヒト

が視覚に頼って活動する中で最も重要な網膜組織に着目し、光照射によって変化する分子を

液体クロマトグラフィー型質量分析（LC-MS/MS）という手法により解析しました。太陽光に

暴露させた網膜組織では、コエンザイム Q10 という分子が太陽光を暴露させていない網膜組

織と比較して光異性化（化学的な組成は同じだが構造が異なるものになる変化）を示すこと

がわかりました。特に、紫外線のような短い波長の光照射によりコエンザイム Q10 の光異性

化が起きやすいこともわかりました。コエンザイム Q10 は抗酸化作用や抗炎症作用を持ち、

加齢により網膜組織中の合成量が減少することから、サプリメントとして広く用いられてい

ます。今回発見した光異性化したコエンザイム Q10 の機能を解析していくことで、網膜保護

効果につながる成果が期待されます。 

 

＜研究の背景＞ 

日常生活で視覚に大きく依存している我々にとって眼の保護は重要です。眼の奥には光を

感じとる網膜という組織があります。この網膜組織において光に晒されて光異性化を起こす

分子については、十分な理解はされていませんでした。眼の保護には光異性化を起こす分子

の解明は必要不可欠だと考え、本研究では、分子が持つ特性を利用して組織中から分子を分

離する液体クロマトグラフィー技術と、質量をもとにその分子が何なのかを同定する質量分

析技術を組み合わせた LC-MS を用いて、太陽光への暴露の有無で網膜組織中の分子変化を

検証しました。 

 

＜研究の成果＞ 

哺乳類の眼に日中の間太陽光を暴露し続けた結果、コエンザイム Q10 と呼ばれる分子が

光異性化を起こすことがわかりました。このコエンザイム Q10 の光異性化は、短い波長の

光である紫外線によって生じやすいこともわかりました。 
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＜今後の展開＞ 

コエンザイム Q10 は抗酸化作用や抗炎症作用を持つことが知られており、コエンザイム

Q10 を含むサプリメントが販売されています。光異性化したコエンザイム Q10 の機能解析が

進めば、長時間強い光に晒される業務についている人や、大光量照射を要する眼手術を受け

た患者さんに対する網膜保護につながる成果が得られることが期待されます。 

 

＜用語解説＞ 

網膜：眼の奥にある組織で、入ってきた光の情報を視神経に伝達します。カメラでいうとフ

ィルムに相当します。 

液体クロマトグラフィー（LC）：樹脂等からなる固定相の中に液体試料を流し、固定相と液

体中の成分との相互作用の差を用いて分離する手法です。 

質量分析（MS）：試料中の分子をイオン化（原子・分子レベルの微細な状態）にし、その質

量数と数を測定することにより、その分子が何なのかを分析する手法です。 

コエンザイム Q10：体内に自然に存在する脂溶性の物質です。強い抗酸化作用や抗炎症作用

を持つことが知られています。 
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